
 

 

 ２０１５年７月実績概要（メモ）  

（２０１５．８．２０） 
定修が一段落したこともあり、生産は大多数の品目で大幅な増加。 
１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５５９，２００トン  
 前 月  比    ＋１２．４％（＋ ６１，７００トン） 
 前年同月比    ＋ １．０％（＋  ５，８００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９３．４％→ 当月 ９３．６％ ←前年同月９１．０％ 
定修プラント：前月 １社１プラント → 当月 なし ←前年同月 １社１プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数の増加と定修規模差等から LD、HD、PP、PS、塩ビ樹脂、EO、EG、ベンゼン、
トルエン、キシレンなどの１６品目がプラス。BR のみがマイナスとなった。 
前年比では、定修規模差や稼働率要因等から HD、PP、PS、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EO、EG、
ベンゼン、キシレンなどの１１品目がプラス。LD、SM、MMA モノマー、AN などの６品目がマイ
ナスとなった。 

 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の増加と定修規模差から LD、HD、PP、PS の４樹脂で二桁台の大幅なプラスと
なった。 
前年比では、HD、PP、PS では定修規模差や稼働率要因からプラス、LD は定修規模差等からマイ
ナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、前月が比較的好調な出荷であった。これに対し当月は PP、PS でマイナスとなったが、
LD、HD はほぼ前月並みの出荷となった。 
前年比では、PE では為替等の要因から輸入品の減少が続いていることを受け、主要な出荷分野であ
るフィルム向けの出荷が増加しプラス。PP では射出成形、押出成形分野等の出荷が増加しプラスと
なった。PS は、FS 分野の出荷が減少したこともありマイナスとなった。 

ハ）輸    出 
円安等の交易上の条件は引き続き整っており、前月比では HD、PS でプラス。前年比では前月マイ
ナスであった LD が当月はプラスとなったほか、HD、PP、PS ではプラスが継続している。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、HD、PP で減少した。在庫率(季節調整済）では LD は前月に対して低下、HD、PP、
PS は僅かながら上昇した。在庫水準としては、LD はやや高め、HD、PP、PS はほぼ適正な水準と
なっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３％ －  
 定修要因等 ＋ ７．８％ ＋ ３．２ ％  
 能力増減  ＋ １．１％ ▲  ５．３ ％  

 稼働率変動 ＋ ０．２％ ＋  ３．１ ％  
 生産増減率 ＋１２．４％ ＋  １．０ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 

６月末 ７月末 

L D ▲５，９００ ２．９ ２．８ 

H D ▲３，３００ ２．３ ２．４ 

P P ▲  ６００  ２．３ ２．５ 

P S  ＋８，５００ ０．８ １．０ 


